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日本語教育の現状と課題

三国　純子

1．日本語学習者の多様化

· 中国帰国者・日系ブラジル人・インドシナ難民・技術研修生

· 留学生（大学、専修学校の専門課程）と就学生（各種学校の日本語学校の在留資格）

２．留学生について

· 国費15%、外国政府派遣留学生3%、私費81.5%　現在55,755人（2000年調査）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（韓国、中国、台湾が約８割）

· 政府は21世紀初頭に10万人の受け入れを目指しているが、94年以降横ばい状態。

· 予備教育を受ける留学生の進路

    日本語学校で１～２年勉強をし、日本語能力試験を受験し、専門学校か大学へ。

３．日本語能力試験

文字・語彙100点　聴解100点　文法・読解200点　の計400点満点で総得点の60%以上の点数がとれれば合格

＜問題点＞

· 選択問題ばかり（マークシート方式）である。

· 発話能力を測る問題がない。

· １年に１回12月にしか実施されない。

· 予備教育の日本語学校でも、進学してから必要になる総合的な日本語力よりも、日本語能力試験に合格できるような文法語彙知識を重視した授業を行う傾向が見られる。

· 日本語能力試験を合格していても、コミュニケーションがとれない学生もいる。

· TOEFLは英語力の証明で、留学に必要な英語力を測るものである。しかし、日本語能力試験は、大学で必要とされる日本語力が測定できていない。（事務手続きができる、シラバスを見て授業を選ぶ、メモを残す、指示通りに課題を作成する、レポートを書く、答案を書く、要約する、教師や日本人学生と円滑なコミュニケーションがはかれる等）

４．日本留学試験
上記のような問題点を解決すべく新たに試行される。

· ６月および11月の第３日曜日

· 国内、国外で実施

· 科目
＜理系＞　日本語
　理科　数学

　　　　＜文系＞
　日本語　数学　総合科目（文系の基礎的学力、思考力、理論力）

